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一
八
六
二
年
、
日
本
の
歴
史
上
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
外
交
使
節
が
派
遣
さ
れ

た
。
そ
の
目
的
は
、
江
戸
と
大
坂
の
二
都
市
お
よ
び
兵
庫
県
と
新
潟
県
の
二
つ
の
港

を
外
国
人
の
自
由
訪
問
の
た
め
に
開
く
こ
と
を
延
期
す
る
、
開
市
開
港
延
期
の
件
に

関
す
る
問
題
解
決
で
あ
っ
た
。
幕
府
の
外
交
使
節
た
ち
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
訪
問
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
の
交
渉

の
後
、
日
本
使
節
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
向
か
っ
た
。

既
に
一
八
六
二
年
の
六
月
初
め
、
日
本
使
節
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
入
り
に
関
し
、
列

車
を
使
い
ワ
ル
シ
ャ
ワ
駅
に
到
着
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
ロ
シ
ア
艦
艇
で
海
上
か
ら

入
る
か
、
と
い
う
二
通
り
の
案
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
一
八
六
二
年
六
月
一
五
日

（
（
（

、

最
終
決
定
が
な
さ
れ
、
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
か
ら
は
宮
内
省
官
房
第
二
課
か

ら
、
任
に
当
た
る
儀
典
長
で
四
等
文
官
で
あ
る
イ
ヴ
ァ
ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ

チ
・
リ
ボ
ピ
エ
ル
伯
爵
（
一
八
一
七
─
一
八
七
一
）
に
対
し
、
書
面
に
よ
る
指
令
が

送
ら
れ
た
。
そ
の
指
令
書
に
は
、「
皇
帝
陛
下
は
、
最
終
的
に
、
日
本
使
節
を
官
有

汽
船
で
海
路
当
地
に
運
ぶ
こ
と
を
ご
許
可
な
さ
れ
た
」
と
書
か
れ
て
い
た（

（
（

。

海
軍
省
は
七
月
一
〇
日
、
担
当
局
に
対
し
、
使
節
を
運
ぶ
た
め
に
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
が
任
命
さ
れ
、
七
月
一
二
日
に
シ
ュ
テ
チ
ン
【
ド
イ
ツ
語
表
記

で
はStettin

ス
テ
ッ
チ
ン
。
現
在
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
内
の
た
めSzczecin

シ
ュ
チ
ェ

チ
ン
と
表
記
】
に
向
け
て
出
発
す
る
こ
と（

（
（

、
そ
の
際
、
外
務
省
管
下
の
官
吏
一
名
を

乗
せ
る
こ
と
を
伝
え
た（

（
（

。

使
節
応
対
に
つ
い
て
は
そ
の
一
切
が
、
侍
従
武
官
長
【генерал-адъю

тант

＝

general adjutant

】
ニ
コ
ラ
イ
・
パ
ヴ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
（
一
八
三
二
─

一
九
〇
八
）
に
任
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
は
ま
だ
外
国
か
ら
戻
っ
て

お
ら
ず
、
そ
の
た
め
外
務
省
は
、
副
宰
相
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・

ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
（
一
七
九
三
─
一
八
八
三
）
の
名
で
、
海
軍
省
長
官
ニ
コ
ラ
イ
・
カ

ル
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ク
ラ
ッ
ベ
（
一
八
一
四
─
一
八
七
六
）
に
対
し
、
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト

艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
の
出
発
は
延
期
す
る
こ
と
、
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
に
向
け
い
つ
で
も

出
発
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お
く
こ
と
、
を
要
請
し
た（

（
（

。

ス
メ
ー
リ
ー
号
は
バ
ル
ト
海
艦
隊
の
軍
艦
で
あ
っ
た
。
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
【
ド

イ
ツ
語
表
記　

Sw
inem

ünd, 

現
在
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
、Św

inoujście

と
表
記
。
シ

フ
ィ
ノ
ウ
ー
イ
シ
チ
ェ
】
に
出
発
す
る
際（

（
（

、
同
艦
は
「
食
糧
、
物
資
等
積
荷
」
に
関

す
る
通
知
に
よ
る
と
、
次
の
も
の
を
積
ん
で
い
た
。
食
料
は
二
〇
〇
人
前
一
ヶ
月
分
、

水
二
〇
〇
人
前
一
ヶ
月
分
、
薪
二
一
日
分
、
艦
の
装
備
品
【ш

киперские 

припасы

】
は
三
ヶ
月
と
一
四
日
分
。
そ
の
内
訳
は
薪
が
一
サ
ー
ジ
ェ
ン
二
ア
ル
シ

ン
（
（
（

、
蒸
気
機
関
一
九
〇
時
間
稼
働
分
と
し
て
の
石
炭
二
一
，〇
〇
〇
プ
ー
ド
で
あ
る（

（
（

。

大
砲
一
門
に
付
き
砲
弾
は
五
〇
発
、
訓
練
砲
弾
五
発
。
操
舵
室
【ш

турманская 

часть

＝navigational part

】
に
は
、
バ
ル
ト
海
と
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
運
河
航
行
の

た
め
の
地
図
、
機
器
が
配
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
医
薬
品
は
二
ヶ
月
分
が
確
保
さ
れ

た
（
（
（

。名
簿
に
は
、
陸
軍
将
官
、
海
軍
将
官
、
幕
僚
、
海
軍
上
層
士
官
等
と
並
ん
で
、
艦

長
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
海
軍
中
佐
を
始
め
、
士
官
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

港
湾
長
官
付
海
軍
軍
令
部
高
級
参
謀
【старш

ий адъю
тант ш

таба

＝senior 
adjutant of the staff

】
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
海
軍
少
佐
、
外
務
省
ア
ジ

一
八
六
二
年
の
日
本
使
節
─
─
ド
イ
ツ
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
旅

ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
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ア
局
官
吏
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ロ
マ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
（
一
八
三
二
─
一

九
一
六
）、
皇
帝
官
房
か
ら
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ラ
ン
ガ
ン
ス
の
名
が
記
さ
れ
て

い
る（

（1
（

。
艦
に
乗
り
組
ん
だ
の
は
全
部
で
二
五
一
人
で
あ
っ
た（

（1
（

。『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
報
知
』
紙
【К

ронш
тадтский вестник

】
上
は
、
早
々
と
あ
ら
か
じ
め
次
の
よ

う
に
報
じ
ら
れ
た
。「
海
軍
省
か
ら
は
、
日
本
使
節
出
迎
え
の
た
め
に
、
大
公
・
元

帥
の
副
官
、
カ
ズ
ナ
コ
フ
海
軍
少
佐
が
任
命
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
情
報
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
ズ
ナ
コ
フ
海
軍
少
佐
は
大
公

と
共
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
行
っ
て
お
り
、
代
わ
り
に
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
長
官

付
参
謀
【адъю

тант ш
таба

＝adjutant of the staff

】
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ジ
ャ
イ
ス

キ
ー
海
軍
少
佐
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（

（1
（

」。

侍
従
武
官
長
ク
ラ
ッ
ベ
は
、「
日
本
使
節
の
出
迎
え
に
シ
ュ
テ
チ
ン
に
派
遣
す
る

の
は
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
、
使
節
随
行
は
軍
令
部
参
謀
【адъю

тант 

ш
таба

】・
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
長
官
副
官
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー

海
軍
少
佐
。
以
上
、
任
命
に
付
き
皇
帝
陛
下
の
ご
裁
可
」
を
仰
ぎ
、
裁
可
を
得
た
。

文
書
の
左
部
分
に
ク
ラ
ッ
ベ
の
自
筆
で
「
陛
下
ご
裁
可
。
一
八
六
二
年
六
月
二
五
日
。

ツ
ア
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
」
と
の
決
裁
が
記
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

ス
メ
ー
リ
ー
号
は
四
〇
〇
馬
力
の
動
力
装
置
を
持
ち
、
大
砲
を
八
門
装
備
し
て
い

る
。
艦
の
全
長
は
一
九
九
フ
ィ
ー
ト
一
〇
イ
ン
チ
、
幅
は
三
六
フ
ィ
ー
ト
二
イ
ン

チ
（
（1
（

。
艦
の
起
工
式
は
一
八
五
七
年
九
月
一
〇
日
、
進
水
式
が
行
わ
れ
た
の
は
一
八
五

八
年
一
〇
月
八
日
で
あ
っ
た
。
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
オ
フ
テ
ン
ス
キ
ー
造

船
所
で
建
造
さ
れ
、
造
船
の
責
任
者
は
カ
ル
ポ
フ
ス
キ
ー
陸
軍
中
佐
で
あ
っ
た（

（1
（

。「
欧

行
日
記
」（「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
日
記
」
の
意
）
の
中
で
淵
辺
徳
蔵
は
、
ス
メ
ー
リ
ー

号
に
は
大
砲
が
四
門
装
備
さ
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る（

（1
（

。

ワ
シ
ー
リ
ー
・
ワ
シ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
（
一
八
二
八
─
一
八
六

八
）
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
海
軍
士
官
と
し
て
、
ご
く
当
た
り
前
の
道
を
歩
ん
だ
。
彼
の

父
の
ワ
シ
ー
リ
ー
・
チ
モ
フ
ェ
エ
ヴ
ィ
チ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
は
退
役
海
軍
少
佐
で
、

モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
が
ま
だ
幼
い
時
に
亡
く
な
っ
た
。
彼
の
後
見
人
で
あ
る
海
軍
少
佐

ヤ
コ
ヴ
・
ア
ナ
ニ
エ
ヴ
ィ
チ
・
シ
ェ
フ
マ
ノ
フ
は
、
自
分
の
名
で
、
一
八
三
四
年
、

皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
宛
に
海
軍
士
官
学
校
【морской кадетский корпус, 

完
全
に

直
訳
す
る
とM

arine C
adet C

orps

に
な
る
。cf.U

 S M
arine C

orps

は
現
米
海
兵

隊
】
に
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
少
年
を
入
学
さ
せ
て
も
ら
う
べ
く
請
願
書
を
出
し
た
。
そ

の
請
願
書
の
中
で
少
年
に
付
き
、
一
九
二
八
年
「
一
月
一
日
に
生
ま
れ
、
九
日
に
洗

礼
を
受
け
」、
現
在
七
歳
、
読
み
書
き
算
数
を
身
に
付
け
、「
真
に
貴
族
の
真
骨
髄
を

備
え
て
お
り
、
故
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
海
軍
少
佐
の
実
子
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
」
と
記

さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
父
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
は
海
軍
少
佐
で
あ
っ
た
が
、
一
八
二
四
年
五
月

一
五
日
の
退
役
時
は
中
佐
に
昇
格
。
退
役
は
「
勤
務
で
健
康
を
損
ね
た
た
め
で
、
年

金
は
満
額
の
年
間
七
二
〇
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た（

（1
（

」。
ワ
シ
ー
リ
ー
・
ワ
シ
ー
リ
エ
ヴ
ィ

チ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
の
勤
務
歴
を
以
下
に
記
す
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。一

八
三
六
年
五
月
九
日　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
キ
ー
海
軍
士
官
学
校
中
隊
に
生

徒
【кадет

＝cadet

】
と
し
て
入
学
。

一
八
三
九
年
一
月
二
四
日　

海
軍
士
官
学
校
に
同
じ
く
生
徒
と
し
て
移
る
。

一
八
四
二
年
一
月
九
日　

海
軍
士
官
候
補
生
【гардемарин

＝m
idshipm

an , 

naval cadet

】
に
任
官
。
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
ワ
ル
シ
ャ
フ
ス
キ
ー
公
爵
号
で
バ
ル
ト
海

を
巡
航
。

一
八
四
四
年　

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ネ
フ
ス
キ
ー
号
、
次
い
で
、

プ
ロ
ゼ
ル
ピ
ナ
号
で
バ
ル
ト
海
を
航
海
。
同
年
八
月
九
日
海
軍
少
尉
に
任
官
。

一
八
四
五
─
一
八
四
五
年　

テ
ン
デ
ー
ル
艦
レ
ー
ベ
ヂ
号
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
の

各
港
を
巡
航
。

一
八
四
九
年
一
二
月
六
日　

海
軍
大
尉
に
任
官
。

一
八
四
九
─
一
八
五
〇
年　

ヴ
ォ
ラ
号
で
バ
ル
ト
海
を
巡
航
。

一
八
五
一
─
一
八
五
二
年　

蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
グ
ロ
ジ
ャ
シ
イ
号
で
バ
ル
ト
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海
、
プ
ロ
シ
ャ
の
各
港
を
巡
航
。

一
八
五
二
年
一
二
月
一
七
日　

海
軍
第
三
分
艦
隊
第
二
艦
隊
参
謀
に
任
命
。

一
八
五
三
年　

ア
ル
シ
ス
号
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
を
巡
航
。

一
八
五
四
─
一
八
五
五
年　

ス
ヴ
ェ
ア
ボ
ル
グ
要
塞
攻
防
戦
に
参
加
。
ア
ン
ド
レ

イ
号
、
イ
ェ
ゼ
キ
イ
ル
号
に
乗
艦
し
、
ス
ヴ
ェ
ア
ボ
ル
グ
港
外
に
対
峙
。
英
仏
連
合

艦
隊
の
攻
撃
か
ら
ス
ヴ
ェ
ア
ボ
ル
グ
要
塞
防
衛
。

一
八
五
五
年
七
月
二
日　

海
軍
第
三
分
艦
隊
司
令
長
官
付
参
謀
に
任
命
。
聖
ス
タ

ニ
ス
ラ
フ
第
三
等
剣
飾
勲
章
受
章
。

一
八
五
六
年　

海
軍
第
三
分
艦
隊
司
令
部
高
級
参
謀
【старш

ий адъю
тант

＝

senior adjutant

】
に
任
命
。
ヘ
ル
シ
ン
フ
ォ
ル
ス
か
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
ま
で
軍
雇

【вольнонаёмны
й

＝civilian or m
erchant

】
蒸
気
船
ナ
ヂ
ョ
ジ
ヌ
イ
号
を
退
去
さ

せ
る
。
聖
ア
ン
ナ
第
三
等
勲
章
受
章
。

一
八
五
八
年
、
一
八
五
九
年　

フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
グ
ロ
モ
ボ
イ
号
に
乗
艦
、
イ
ス
ト

ミ
ン
海
軍
少
将
指
揮
下
艦
隊
参
謀
と
し
て
、
大
公
海
軍
元
帥
旗
を
掲
げ
て
地
中
海
を

航
海
。

一
八
五
九
年
九
月
八
日　

海
軍
少
佐
に
任
官
。

一
八
六
〇
年
二
月
一
五
日　

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
司
令
長
官
付
高
級
参
謀

【старш
ий адъю

тант

＝senior adjutant

】
に
任
命
。

同
年
三
月
二
九
日　

司
令
部
副
官
と
名
称
変
更
に
な
り
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
職
に
。

一
八
六
二
年　

蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
に
乗
艦
、
日
本
使
節
を
出
迎
え
、
ス
ヴ
ィ
ネ

ミ
ュ
ン
ド
【С

винемю
нд

】
か
ら
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
ま
で
使
節
に
随
行
。
聖
ス

タ
ニ
ス
ラ
フ
第
二
等
剣
飾
勲
章
受
章
。

一
八
六
五
年　

聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
第
二
等
帝
冠
剣
飾
勲
章
受
章
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

職
の
ま
ま
で
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
軍
務
知
事
庁
専
任
【деж

урсьво упрвления 

кронщ
татского военного губернатора

】
高
級
参
謀
【старш

ий адъю
тант

】
に

任
命
。

一
九
六
六
年
一
月
一
日　

海
軍
中
佐
に
任
官
。
同
年
一
二
月
一
九
日
予
備
艦
隊

【резервны
й флотthe

＝reserve fleet

】
に
配
属
さ
る
。

一
八
六
八
年
五
月
六
日　

死
亡
に
よ
り
除
隊

（
（1
（

。

以
上
の
勤
務
歴
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ワ
シ
ー
リ
ー
・
ワ
シ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
モ

ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
、
ま
さ
に
そ
の
全
生
涯
を
祖
国
の
た
め
に
捧
げ

た
と
言
っ
て
よ
い
。

海
軍
少
佐
Ｖ
・
Ｖ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
に
対
し
、
ど
の
く
ら
い
の
額
の
俸
給
を
定

む
べ
き
か
と
い
う
問
い
に
は
、「
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
司
令
長
官
付
海
軍
軍
令

部
参
謀
の
職
務
遂
行
者
に
対
し
て
は
（
中
略
）
七
五
チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ニ
ェ
ツ
の
増
額

（
（2
（

、

す
な
わ
ち
俸
給
表
第
三
等
級
者
が
海
外
に
派
遣
さ
れ
る
際
の
旅
費
の
半
分
額
相
当
の

割
増
金
を
支
給
せ
よ
」
と
の
指
示
が
出
さ
れ
た（

（2
（

。

ア
ジ
ア
局
は
、
日
本
使
節
の
来
露
に
当
た
り
、
局
長
ニ
コ
ラ
イ
・
パ
ヴ
ロ
ヴ
ィ

チ
・
イ
グ
ナ
チ
エ
フ
（
一
八
三
二
─
一
九
〇
八
）
お
よ
び
外
務
次
官
【товарищ

 

министра

＝V
ice m

inister

】
ム
ハ
ノ
フ
に
代
わ
り
、
副
局
長
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ニ
コ

ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ス
ト
レ
モ
ウ
ホ
フ
の
名
に
お
い
て
、
海
軍
省
長
官
ク
ラ
ッ
ベ
に
次
の

よ
う
に
上
申
し
た
。「
使
節
出
迎
え
と
そ
れ
へ
の
随
行
の
た
め
、
外
務
省
は
、
ア
ジ

ア
局
長
で
七
等
文
官
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
男
爵
を
派
遣
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル

グ
ま
で
の
航
海
中
、
使
節
と
緊
密
な
関
係
を
保
つ
よ
う
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

閣
下
に
は
、
外
務
省
官
吏
、
及
び
、
帝
室
宮
内
省
が
任
命
し
た
者
の
受
け
入
れ
の
た

め
、
特
別
仕
様
の
軽
蒸
気
艇
【лёгкий пароход

＝light steam
ship

】
が
七
月
一
二

日
午
後
三
時
、
英
国
海
岸
【「
英
国
海
岸
通
り
」
の
「
通
り
」
部
分
の
省
略
】
埠
頭

に
到
着
す
る
よ
う
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
の
出
発
ご
手
配
を
お
願
い
致
し

ま
す（

（2
（

」。
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
の
た
め
に
外
務
省
ア
ジ
ア
局
は
、
海
軍
省
監
査
局

【И
нспекторский департамент морского министерства

】
に
「
官
吏
用
の
部
屋

を
用
意
す
る
指
示
を
出
す
」
よ
う
求
め
た（

（2
（

。

こ
れ
を
受
け
、
海
軍
省
監
査
局
を
代
表
し
て
、
侍
従
武
官
海
軍
少
将
ミ
ハ
イ
ル
・
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パ
ヴ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
公
爵
（
一
八
二
二
─
一
八
六
八
）
は
、
ア
ジ
ア
局
に

次
の
よ
う
に
伝
え
た
。「
使
節
の
送
迎
の
た
め
、
外
務
省
差
遣
の
官
吏
を
蒸
気
フ
リ

ゲ
ー
ト
艦
に
乗
艦
さ
せ
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
官
吏
は
、
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー

ト
艦
で
の
使
節
一
行
の
部
屋
の
割
り
当
て
、
及
び
、
航
海
中
の
便
宜
の
供
与
に
関
す

る
す
べ
て
の
こ
と
に
関
し
て
、
同
目
的
の
た
め
に
海
軍
省
か
ら
派
遣
さ
れ
る
モ
ジ
ャ

イ
ス
キ
ー
海
軍
少
佐
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
外
務
省
の
官
吏
を
含

め
、
出
発
予
定
者
全
員
を
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
に
乗
艦
さ
せ
る
た

め
、
七
月
一
二
日
午
後
四
時
ま
で
に
英
国
海
岸
通
り
の
埠
頭
に
蒸
気
艇
イ
リ
メ
ニ
号

を
用
意
す
る
予
定
で
す（

（2
（

」。
海
軍
省
は
時
刻
を
若
干
変
更
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ア

ジ
ア
局
が
依
頼
し
た
の
は
「
午
後
三
時
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
午
後
四
時
」
と

な
っ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
外
務
省
代
表
の
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
男
爵
、
海
軍
省
を
代
表
す
る
Ｖ
・

Ⅴ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
の
他
に
、
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
か
ら
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
へ

の
海
上
移
動
時
に
は
、
使
節
の
歓
迎
式
典
と
接
待
の
た
め
、
必
要
な
食
器
そ
の
他
の

物
品
と
共
に
、
宮
内
侍
従
職
員
も
派
遣
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
に
、
帝
室
宮
内
省
宮
内

部
は
海
軍
省
監
査
局
に
、
ス
メ
ー
リ
ー
号
へ
の
宮
内
侍
従
職
員
の
乗
艦
と
物
品
の
積

み
込
み
の
た
め
、
出
発
前
日
の
正
午
ま
で
に
、
荷
船
【барж

а

＝barge
】
を
冬
宮
海

岸
通
り
に
係
留
す
る
よ
う
要
請
を
し
た（

（2
（

。
ま
た
艦
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
団
員
も
乗
り

込
ん
だ
。
文
書
に
は
「
日
本
使
節
を
迎
え
に
シ
ュ
テ
チ
ン
に
出
発
す
る
フ
リ
ゲ
ー
ト

艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
に
楽
団
が
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
一
八
六
二
年
七
月
一
九
日
付

『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
報
知
』
紙
（
第
五
六
号
）
は
、
蒸
気
艇
に
は
「
そ
の
他
に
、

歓
迎
式
典
の
た
め
に
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
楽
団
が
派
遣
さ
れ
た
」
と
報
じ
て
い

る
（
（2
（

。
団
員
名
簿
に
は
、
七
月
一
四
日
お
よ
び
到
着
日
の
七
月
二
七
日
に
そ
な
え
て
、

「
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
楽
団
」
の
内
の
三
三
人
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

海
軍
省
監
査
局
は
、
海
軍
少
将
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
公
爵
の
名
に
お
い
て
帝
室
宮
内
省
宮

内
部
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
を
ド
イ
ツ
に
派
遣
す
る
下
準
備
の
総

仕
上
げ
を
以
下
の
六
項
目
に
ま
と
め
て
い
る
。

「
一
、
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
は
、
シ
ュ
テ
チ
ン
か
ら
の
日
本
使
節

の
移
動
に
任
じ
ら
れ
、
予
定
通
り
、
こ
の
七
月
一
二
日
夕
方
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

港
を
出
発
す
る
予
定
で
あ
る
。

二
、
一
一
日
正
午
ま
で
に
、
冬
宮
【「
海
岸
通
り
」
が
省
略
】
の
埠
頭
に
、
一
二

日
早
朝
、
宮
内
調
理
部
の
た
め
と
必
需
物
品
積
み
込
み
の
た
め
の
荷
船
を
用
意
し
、

そ
れ
ら
物
品
を
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
に
向
か
う
た

め
の
特
別
仕
様
の
蒸
気
曳
航
艇
【букси

＝tugboat

】
に
積
み
込
む
。
こ
の
蒸
気
艇

で
宮
内
侍
従
官
も
移
動
す
る（

（2
（

。
の
み
な
ら
ず
、「
そ
れ
と
同
時
に
、
新
海
軍
省

【новое адмиралтейство

＝the new
 A

dm
iralty

】
に
お
い
て
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス

メ
ー
リ
ー
号
に
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
大
公
号
の
乗
組
員
と
物
品
を
運
ぶ
た
め
の
別
の
荷

船
が
用
意
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
」。
そ
れ
ら
乗
組
員
お
よ
び
物
品
は
七
月
一
一
日
に

新
海
軍
省
に
届
け
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。「
二
隻
の
荷
船
は
、
同
じ
蒸
気
曳
航
艇
に

よ
り
曳
航
さ
れ
る（

（3
（

」。

三
、
七
月
一
二
日
午
後
三
時
過
ぎ
、
帝
室
宮
内
省
宮
内
部
か
ら
派
遣
さ
れ
る
官
吏

ラ
ン
ガ
ス
、
及
び
、
ス
メ
ー
リ
ー
号
で
出
発
す
る
他
の
職
員
を
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス

メ
ー
リ
ー
号
ま
で
乗
せ
る
た
め
、
英
国
海
岸
通
り
の
埠
頭
に
、
蒸
気
艇
イ
リ
メ
ニ
号

を
用
意
す
る
。

四
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
に
は
、
皇
帝
陛
下
の
ご
命
令
に
よ
り
、
使
節

の
出
迎
え
と
隨
行
の
た
め
、
海
軍
省
か
ら
は
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
海
軍
少
佐
が
派
遣
さ

れ
る
。
ラ
ン
ガ
ン
ス
氏
は
、
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
で
の
使
節
一
行
、
及
び
、
他
の
人

員
の
部
屋
割
、
さ
ら
に
航
海
中
の
便
宜
の
供
与
に
関
す
る
す
べ
て
の
こ
と
に
対
し

て
、
同
少
佐
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
と
す
る
。

五
、
使
節
の
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
到
着
後
は
、
蒸
気
艇
二
隻
が
用
意
さ
れ
る
。
う

ち
一
隻
は
使
節
の
荷
物
用
で
、
そ
れ
ら
は
直
接
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
運
ば

れ
る
。
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六
、
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
の
指
揮
官
と
し
て
海
軍
省
か
ら
派
遣
さ
れ
る
モ
ジ
ャ
イ

ス
キ
ー
海
軍
少
佐
、
並
び
に
、
ア
ジ
ア
局
か
ら
派
遣
さ
れ
る
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
男

爵
は
、
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
乗
艦
時
、
シ
ュ
テ
チ
ン
滞
在
中
、
さ
ら
に
、

復
路
に
お
い
て
、
宮
中
か
ら
の
協
定
文
書
【трактамент

】
を
所
持
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

（
（3
（3
（3
（

」。

七
月
一
一
日
、
変
更
が
な
さ
れ
た
。
帝
室
宮
内
省
か
ら
は
、
ラ
ン
ガ
ン
ス
氏
の
代

わ
り
に
八
等
宮
内
官
【гоф-фурьер

】
ブ
ル
ジ
ュ
ア
が
派
遣
さ
れ
、
ナ
ル
イ
シ
キ
ン

氏
の
代
わ
り
に
バ
ル
テ
ネ
ヴ
ァ
女
官
が
ト
ル
ス
ト
イ
伯
爵
家
を
代
表
し
て
乗
艦
、
さ

ら
に
、「
リ
ヨ
ン
陸
軍
大
佐
の
プ
ロ
シ
ャ
勤
務
時
の
皇
帝
陛
下
の
侍
従
武
官
で
近
侍

【камердинер

】
が
ス
メ
ー
リ
ー
号
に
乗
り
組
む
こ
と
」
が
そ
れ
ぞ
れ
許
可
さ
れ
た（

（3
（

。

艦
長
の
レ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
海
軍
中
佐
は
そ
の
報
告
書
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
き
添
え
て

い
る
。「
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
長
官
副
官
の
署
名
入
り
で
私
に
送
付
さ
れ
た
、

本
年
六
月
一
一
日
付
第
九
一
三
号
、
及
び
、
同
七
月
一
〇
日
付
第
九
三
一
号
、
両
海

軍
省
監
査
局
文
書
に
よ
れ
ば
、
日
本
使
節
出
迎
え
の
た
め
に
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
に

向
か
っ
た
の
は
、
乗
客
と
し
て
は
、
リ
ボ
ピ
エ
ー
ル
伯
爵
一
族
の
バ
ル
テ
ネ
ヴ
ァ
嬢

と
ミ
ト
ゥ
ソ
ヴ
ァ
嬢
、
貨
物
と
し
て
は
、
馬
車
二
台
、
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
宛
の
メ

ク
レ
ン
ブ
ル
グ
大
公
の
そ
れ
ほ
ど
嵩
張
ら
な
い
荷
物
、
及
び
、
八
等
宮
内
官
【гоф-

фурьер

】
ブ
ル
ジ
ュ
ア
の
持
ち
物
で
あ
っ
た（

（3
（

」。
ラ
ン
ガ
ン
ス
が
ブ
ル
ジ
ュ
ア
に
交

代
し
た
こ
と
を
前
述
し
た
が
、
双
方
と
も
艦
に
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
我
々

が
調
べ
た
文
書
館
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
司
令
長
官
を
通
じ
て
、
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
は
海
軍
省
監

査
局
か
ら
の
命
令
を
受
け
取
っ
た
。
そ
れ
は
、
使
節
が
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
を
出
発

し
た
日
に
関
し
、
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
か
ら
知
ら
せ
を
受
け
取
り
次
第
、「
そ
の
こ

と
を
監
査
局
に
電
信
で
知
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た（

（3
（

。

一
九
六
二
年
七
月
二
四
日
、
侍
従
武
官
長
で
ア
ジ
ア
局
長
の
Ｎ
・
Ｐ
・
イ
グ
ナ
チ

エ
フ
は
Ｍ
・
Ｐ
・
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
公
爵
宛
て
に
、
在
ベ
ル
リ
ン
・
ロ
シ
ア
公
使
か
ら
外

務
省
に
、
日
本
使
節
が
ド
イ
ツ
の
首
都
を
二
四
日
に
出
発
し
た
こ
と
、
同
日
夕
方
に

は
使
節
は
「
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
か
ら
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
向
け
て
蒸
気

艦
で
出
発
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
た（

（3
（

。

一
八
六
二
年
の
使
節
一
行
の
一
人
、
後
の
慶
應
義
塾
大
学
を
創
設
し
た
有
名
な
学

者
で
あ
る
福
沢
諭
吉
は

（
（3
（

、
後
に
「
西
航
手
帳
」（「
西
欧
へ
の
海
上
旅
行
覚
え
書
き
」

の
意
）
と
「
西
航
記
」（「
西
欧
旅
行
記
」
の
意
）
を
残
し
た
。
使
節
の
中
で
彼
は
、

オ
ラ
ン
ダ
語
と
英
語
の
通
訳
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、「
覚
え
書
き
」（「
西
航
手
帳
」）

の
中
で
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
男
爵
と
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
と
の
出
会
い

を
特
に
記
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
二
人
の
姓
名
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
福
沢
は
名
刺
か
ら
そ
の
ま
ま
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「Le B

aron Frederic 

d’O
sten Sacken, A

djutant C
apitaine Lietenant B

asile Vajaiskiy

」
と
あ
る
。
モ

ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
の
名
前
を
記
す
に
当
た
っ
て
福
沢
は
、
日
本
人
に
特
徴
的
な
間
違
い

で
あ
る
が
、「「
ｖ
」
音
と
「
ｂ
」
音
を
区
別
せ
ず
、Vasile

をB
asile

と
記
し
て
い
る
。

福
沢
は
、
ド
イ
ツ
で
「
こ
の
二
人
と
七
月
七
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
【
西
暦
】
一
八
六

二
年
八
月
二
日
）
に
ブ
ン
セ
ン
の
部
屋
で
会
っ
た
」
と
記
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
こ
で
は
姓

は
日
本
の
音
節
文
字
で
あ
る
片
仮
名
で
「
ブ
ン
セ
ン
」
と
書
か
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
ブ

ン
ゼ
ン
に
つ
い
て
は
、
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ロ
マ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
も
サ

ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
送
っ
た
外
交
至
急
便
の
中
で
伝
え
て
い
る
。
オ
ス
テ
ン

＝
サ
ケ
ン
は
ブ
ン
ゼ
ン
を
通
じ
て
、
日
本
人
に
対
し
、
姓
名
を
漢
字
で
書
い
た
正
確

で
詳
し
い
団
員
名
簿
を
提
出
す
る
よ
う
、
何
度
も
求
め
て
い
る
。
結
局
彼
は
、
望
む

名
簿
を
日
本
人
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
当
の
ブ
ン
ゼ
ン
の
言
葉

に
従
え
ば
、
日
本
人
た
ち
は
「
極
め
て
怠
惰
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
の
よ

う
で
あ
る（

（4
（

。
福
沢
は
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
、
そ
し
て
サ
ン
ク
ト
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
へ
の
旅
に
付
き
、
そ
の
様
子
を
簡
単
に
伝
え
て
い
る
。
七
月
一
〇
日

（
一
八
六
二
年
八
月
五
日
）
午
前
八
時
、
日
本
人
た
ち
は
ベ
ル
リ
ン
を
出
発
し
、
一

一
時
に
シ
ュ
テ
チ
ン
に
到
着
し
た
。
こ
の
町
で
二
七
〇
人
の
裕
福
な
ド
イ
ツ
人
商
人
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と
午
餐
を
共
に
し
た
後
、
午
後
三
時
に
二
隻
の
蒸
気
艇
に
乗
り
、
オ
デ
ィ
ー
ル
河
を

下
っ
た
。
夕
方
七
時
に
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
に
到
着
、
ロ
シ
ア
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
に

乗
り
込
み
、
直
ち
に
出
航
し
た
。
福
沢
は
、
艦
の
蒸
気
機
関
は
四
五
〇
馬
力
、
排
水

量
（
メ
モ
帳
で
は
重
量
と
さ
れ
て
い
る
）
は
二
，二
二
六
ト
ン
と
記
し
て
い
る
が
、

実
際
に
は
汽
罐
は
四
〇
〇
馬
力
、
排
水
量
一
，七
八
四
ト
ン
で
あ
っ
た
。

市
川
渡
（
清
流
の
名
で
も
知
ら
れ
て
い
る
）
が
和
暦
七
月
一
〇
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ

暦
【
現
行
暦
、
新
暦
】
八
月
五
日
）
付
の
日
記
の
中
で
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
従
え

ば
、
使
節
は
午
前
六
時
過
ぎ
に
ホ
テ
ル
を
出
て
鉄
道
駅
に
向
か
っ
た
。
午
前
八
時
、

日
本
使
節
を
乗
せ
た
列
車
は
東
南
方
向
に
向
け
出
発
し
た
。
そ
れ
か
ら
河
川
蒸
気
艇

に
乗
り
込
ん
だ
が
、
乗
船
時
に
は
礼
砲
が
一
五
回
放
た
れ
た
。
二
時
過
ぎ
、
船
は
北

方
向
に
向
け
出
発
し
た
。
船
に
は
管
弦
楽
団
が
お
り
、
日
本
の
客
人
た
ち
の
耳
を
音

楽
で
楽
し
ま
せ
た
。
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
に
到
着
後
、
日
本
人
た
ち
は
ロ
シ
ア
艦
ス

メ
ー
リ
ー
号
に
乗
り
移
っ
た
。
船
は
幅
六
間
、
長
さ
三
〇
間

（
（4
（

、
汽
罐
は
四
五
〇
馬
力
、

乗
組
員
は
一
五
〇
人
で
あ
っ
た
。
マ
ス
ト
に
は
日
本
の
旗
が
は
た
め
い
て
い
た
。
航

海
中
は
一
日
に
三
回
三
〇
人
か
ら
成
る
管
弦
楽
団
が
音
楽
を
演
奏
し
た
。
夕
方
八

時
、
蒸
気
艦
は
埠
頭
を
離
れ
、
北
に
向
け
進
路
を
と
っ
た（

（4
（

。
一
方
、
益
頭
駿
次
郎
は
、

お
よ
そ
戌
の
刻
（
午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
）
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
向
か
っ
た
と
記

し
（
（4
（

、
野
澤
郁
太
は
ロ
シ
ア
艦
の
大
き
さ
に
付
き
「
ス
メ
ー
リ
ー
号
の
長
さ
は
二
五
〇

フ
ィ
ー
ト
、
幅
は
四
〇
フ
ィ
ー
ト（

（4
（

」
と
フ
ィ
ー
ト
で
記
述
し
て
い
る（

（4
（

。

艦
に
乗
り
込
ん
だ
後
、
使
節
は
昼
食
に
招
か
れ
た
。
昼
食
の
最
中
に
ス
メ
ー
リ
ー

号
は
抜
錨
を
始
め
た
。「
使
節
は
こ
れ
に
気
付
き
、
席
を
立
つ
許
可
を
求
め
た
。
彼

ら
は
も
う
一
度
プ
ロ
シ
ャ
の
人
た
ち
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
を
希
望
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
実
際
全
員
が
甲
板
に
上
が
っ
た
。
ス
ヴ
ィ
ネ
河
が
狭
く
な
っ
て
い
る
部

分
の
河
岸
に
は
、
人
々
が
あ
ち
こ
ち
に
立
っ
て
お
り
、
そ
こ
を
蒸
気
艦
が
進
ん
で
行

く
。
そ
の
間
、
ず
っ
と
日
本
人
た
ち
は
四
方
に
向
か
っ
て
お
辞
儀
を
し
て
い
た
。
そ

れ
か
ら
彼
ら
は
下
に
降
り
て
、
昼
食
を
続
け
た
。
日
本
人
た
ち
の
こ
の
礼
儀
正
し
さ

と
並
々
な
ら
ぬ
配
慮
は
、
ベ
ル
リ
ン
、
及
び
、
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
の
一
般
の
人
々

の
遠
慮
の
な
い
好
奇
心
や
あ
る
種
の
物
見
高
さ
と
好
対
照
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た（

（4
（

」。

一
九
八
二
年
七
月
一
九
日
付
の
『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
報
知
』（
第
五
六
号
）
は
、

「
ス
メ
ー
リ
ー
号
は
大
き
な
外
輪
蒸
気
艦
【колёсны

й пароход

＝paddle-w
heel 

steam
er

】
で
、
船
室
は
広
く
作
り
も
立
派
で
、
大
人
数
の
使
節
随
員
が
、
ゆ
っ
た

り
と
落
ち
着
く
の
に
十
分
適
し
て
い
た
」
と
伝
え
て
い
る（

（4
（

。

ド
イ
ツ
で
の
日
本
使
節
の
ス
メ
ー
リ
ー
号
へ
の
乗
艦
の
様
子
に
付
き
、
一
九
八
二

年
七
月
二
九
日
付
の
『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
報
知
』（
第
五
九
号
）
が
伝
え
て
い
る

が
、「
こ
れ
は
使
節
に
同
行
し
た
一
人
が
語
っ
た
こ
と
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
信

憑
性
は
保
証
し
う
る
も
の
で
あ
る（

（4
（

」。
新
聞
自
体
が
市
と
海
軍
要
塞
を
代
言
す
る
も

の
で
あ
る
以
上
、
情
報
源
が
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
長
官
付
参
謀
ワ
シ
ー
リ
ー
・

ワ
シ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
海
軍
少
佐
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

定
に
難
く
な
い
。
同
紙
が
創
設
さ
れ
た
の
は
一
八
六
一
年
で
、
一
八
六
一
年
七
月
一

日
か
ら
週
二
回
、
一
八
六
二
年
か
ら
は
週
三
回
発
行
さ
れ
て
い
た
。
海
軍
士
官
た
ち

が
、
新
聞
を
発
行
す
る
目
的
で
団
体
を
作
っ
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
る
。
当
初
は

三
人
の
編
集
者
が
お
り
、
そ
の
筆
頭
が
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・

ル
ィ
カ
チ
ェ
フ
（
一
八
三
二
─
一
八
九
二
）、
一
八
六
一
年
に
海
軍
少
佐
、
後
に
海

軍
少
将
、
そ
し
て
作
家
と
な
っ
た
が
、
当
時
の
海
軍
士
官
が
皆
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、

海
軍
士
官
学
校
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
外
に
三
人
の
編
集
助
手
が
い
た
。

全
員
が
無
報
酬
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
創
設
者
た
ち
は
次
の
よ
う
に
表
明
し
て
い

る
。「
我
々
の
新
聞
は
『
海
軍
雑
誌
』【«М

орской сборник»

】
が
果
た
し
て
い
る

課
題
の
遂
行
に
部
分
的
に
寄
与
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。『
海
軍
雑
誌
』
は
月
刊
雑
誌

で
あ
る
た
め
に
、
報
道
に
よ
っ
て
は
す
で
に
生
き
た
今
日
的
な
興
味
を
失
っ
た
頃
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
ク
ロ
ン

シ
ュ
タ
ッ
ト
報
知
』
は
週
二
回
の
発
行
な
の
で
、
す
べ
て
の
報
道
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う（

（4
（

」。
ル
ィ
カ
チ
ェ
フ
は
こ
の
新
聞
を
終
生
主
筆
し
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た
と
同
時
に
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
港
湾
長
官
の
下
で
勤
務
し
た
が
、
そ
の
長
官
の

副
官
を
務
め
て
い
た
の
が
Ｖ
・
Ｖ
・
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
海
軍
少
佐
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
日
本
人
た
ち
の
ス
メ
ー
リ
ー
号
へ
の
乗
艦
、
移
動
、
行
動
に
付
き
編
集

者
に
伝
え
た
の
は
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
の
は
論
理
に
適
っ
て
い

る
。
ま
た
Ｎ
・
Ａ
・
ル
ィ
カ
チ
ェ
フ
自
身
数
編
の
記
事
を
『
海
軍
雑
誌
』
に
掲
載
し

て
い
る
。

さ
ら
に
『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
報
知
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
七
月
二

四
日
日
本
使
節
は
プ
ロ
シ
ャ
の
蒸
気
軍
艦
オ
デ
ィ
ー
ル
号
で
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
に

到
着
し
た
。
荷
物
は
前
も
っ
て
三
艘
の
民
間
蒸
気
船
で
送
ら
れ
て
い
た（

（5
（

」。
使
節
の

荷
物
は
、
同
紙
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
お
よ
そ
三
〇
〇
個
の
箱
と
包
み
か
ら
成
っ
て
い

た
。
中
で
も
使
節
た
ち
が
最
も
気
を
遣
っ
て
い
た
の
が
、「
大
使
の
信
任
状
と
条
約

の
写
し
が
収
め
ら
れ
た
木
製
の
籠
の
よ
う
な
箱
で
あ
っ
た
。
公
使
は
箱
を
指
し
な
が

ら
、『
こ
れ
は
私
の
命
で
あ
る
』
と
何
度
か
言
っ
て
い
た
。
お
金
の
入
っ
た
長
持
に

は
ま
っ
た
く
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
確
か
に
長
持
は
二
〇
プ
ー
ド
も
の
重

さ
が
あ
り
、
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
の
埠
頭
に
無
造
作
に
投
げ
置
か
れ
て
は
い
た
が
、

こ
っ
そ
り
持
っ
て
行
く
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た（

（5
（

」。

「
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
で
使
節
た
ち
は
式
典
と
音
楽
で
迎
え
ら
れ
、
彼

ら
は
士
官
や
乗
組
員
た
ち
と
き
わ
め
て
に
こ
や
か
に
愛
想
良
く
挨
拶
を
交
わ
し
た（

（5
（

」。

日
本
人
は
音
楽
師
た
ち
が
大
変
気
に
入
り
、
正
使
竹
内
下
野
守
（「
シ
モ
ツ
キ
ー
公
」）

は
、
音
楽
師
が
日
本
人
た
ち
に
対
し
て
演
奏
し
た
時
、「
そ
の
度
に
謝
意
を
表
す
る

よ
う
命
じ
た
の
で
あ
っ
た
」。「
使
節
た
ち
は
艦
長
と
は
す
で
に
ベ
ル
リ
ン
で
知
己
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
外
務
省
官
吏
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
男
爵
、
お
よ
び
使
節
の
出

迎
え
の
た
め
ス
メ
ー
リ
ー
号
で
派
遣
さ
れ
た
モ
ジ
ャ
イ
ス
キ
ー
海
軍
少
佐
も
ベ
ル
リ

ン
で
使
節
た
ち
に
紹
介
さ
れ
て
い
た（

（5
（

」。
淵
辺
徳
蔵
は
七
月
一
〇
日
（
一
九
六
二
年

八
月
五
日
）
付
の
日
記
の
中
で
、
海
軍
士
官
の
う
ち
の
二
名
が
か
つ
て
長
崎
と
下
田

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
（
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
使
節
の
こ
と
）、
彼
ら
は
日
本
語
を
少
し

話
し
た
、
と
記
し
て
い
る（

（5
（

。

「
出
迎
え
が
終
わ
っ
て
使
節
た
ち
は
、
宮
廷
の
指
示
に
従
っ
て
彼
ら
の
た
め
に
用

意
さ
れ
た
午
餐
の
席
に
就
い
た
。
彼
ら
は
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
男
爵
、
モ
ジ
ャ
イ
ス

キ
ー
海
軍
中
佐
、
艦
長
の
レ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
海
軍
中
佐
、
お
よ
び
数
名
の
士
官
を
席
に

招
い
た
。
午
餐
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
の
も
て
な
し
で
あ
っ
た
が
、
日
本
人
の
好
み
を
取

り
入
れ
、
米
の
料
理
が
何
点
か
用
意
さ
れ
て
い
た
。
午
餐
後
の
デ
ザ
ー
ト
の
時
に
使

節
た
ち
は
大
根
と
お
ろ
し
わ
さ
び
を
所
望
し
た
。
こ
の
独
創
性
に
ま
さ
に
日
本
人
の

好
み
が
凝
縮
さ
れ
て
い
た
。
わ
さ
び
と
大
根
は
、
彼
ら
が
大
い
に
気
に
入
っ
て
い
た

シ
ャ
ン
パ
ン
を
飲
む
際
の
つ
ま
み
で
あ
っ
た（

（5
（

」。

文
書
館
の
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
「
日
本
使
節
構
成
員
名
簿
」
が
あ
る
。
こ
の
名
簿
は

「
蒸
気
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
上
で
日
本
人
通
詞
た
ち
が
言
っ
た
ま
ま
に
書
か
れ
た（

（5
（

」、
す

な
わ
ち
、
我
国
の
海
軍
軍
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
が
聞
い
た
通
り
に
書
き
留
め
た
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
下
に
引
用
し
た
名
簿
は
今
日
で
は
読
み
に
く
い
も
の
で
あ

り
、
実
際
の
日
本
姓
を
確
定
す
る
こ
と
が
事
実
上
不
可
能
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
、（　

）
の
中
に
、
日
本
で
通
常
で
あ
る
「
姓
名
」
の
順
序
で
、
ポ
リ
ヴ
ァ

ノ
フ
方
式
に
則
っ
た
ロ
シ
ア
文
字
転
写
【
省
略
】
と
漢
字
表
記
、
及
び
、
年
齢
を
表

示
し
た
。

【
以
下
、【　

】
内
は
、
原
文
ロ
シ
ア
文
字
を
訳
者
が
ロ
ー
マ
字
に
転
写
し
た
も
の
。

ロ
ー
マ
字
表
記
は
「
英
国
式
」
に
則
っ
た
。
た
だ
しю

、я

、й

は
そ
れ
ぞ
れju

、

ja
、j

で
、ж

はzh

、ч

はch

、х

はkh

で
表
記
し
た
。ц

はts

と
表
記
し
て
あ
る

た
め
、
ロ
シ
ア
文
字
部
分
のтс

とц

が
、
ロ
ー
マ
字
表
記
で
は
同
じ
に
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
（
つ
ま
り
両
方
と
も
「ts

」）。】

一
．Такено уци С

имодске ноками

【Takeno utsi sim
odske nokam

i

】

　
　

正
使
（
竹
内
下
野
守　

五
六
歳
）

二
．М

атею
 даира И

вани ноками

【M
ateju daira Ivani nokam

i

】

　
　

副
使
（
松
平
石
見
守　

三
一
歳
）
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三
．К

iо кок Н
ото ноками

【K
io kok N

oto nokam
i

】

　
　

副
使
（
京
極
能
登
守　

三
八
歳
）

四
．С

ибата сада Таро

【Sibata sada Taro

】

　
　

随
員
頭
（
柴
田
貞
太
郎　

三
九
歳
）【
外
国
奉
行
支
配
組
頭
】

五
．М

арiама Такициро

【M
ariam

a Takitsiro

】

　
　

�

秘
書
（
森
山
多
吉
郎　

四
二
歳
）【
外
国
奉
行
支
配
調
役
格
・
通
弁
御
用
頭

取
】

六
．Х

итака кей С
абуро

【K
hitaka kej Saburo

】

　
　

財
務
顧
問
（
日
高
圭
三
郎
為
善　

二
五
歳
）【
勘
定
役
】

七
．Ф

укута С
аку Таро

【Fukuta Saku Taro

】

　
　
（
福
田
作
太
郎　

二
九
歳
）【
徒
目
付
】

秘
書

八
．М

идзю
симма Ракю

таро

【M
idzjusim

m
a R

akjutaro
】

　
　
（
水
品
楽
太
郎　

三
一
歳
）【
外
国
奉
行
支
配
調
役
並
】

九
．О

касаки То саемонъ

【O
kasaki To saem

on

】

　
　
（
岡
崎
藤
左
衛
門　

二
七
歳
）【
外
国
奉
行
支
配
調
役
並
】

一
〇
．М

асидзю
 Сунъ Д

зиро

【M
asidzju Sun D

ziro

】

　
　

技
師
（
益
頭
駿
次
郎　

三
三
歳
）【
普
請
役
】

一
一
．Ф

утси нобе токю
цо

【Futsi nobe tokjutso

】

　
　
（
淵
辺
徳
蔵　

四
五
歳
）【
勘
定
格
調
役
】

一
二
．Iеда Iуске

【Ieda Iuske

】

　
　
（
上
田
友
助　

四
四
歳
）【
外
国
奉
行
支
配
定
役
元
締
】

一
三
．М
ори Х

атси Таро

【M
ori K

hatsi Taro

】

　
　
（
森
鉢
太
郎　

二
八
歳
）【
外
国
奉
行
支
配
定
役
】

一
四
．С

аито Д
аи Н

осинъ

【Saito D
ai N

osin

】

　
　
（
斉
藤
大
之
進　

四
〇
歳
）【
外
国
方
同
心
】

監
視
【С

мотрителя　

小
人
目
付
】

一
五
．Такаматси Х

ико С
абуро

【Takam
atsu K

hiko Saburo

】

　
　
（
高
松
彦
三
郎　

四
三
歳
）

一
六
．Iамада Х

ациро

【Iam
ada K

hatsiro

】

　
　
（
山
田
八
郎　

四
〇
歳
）

通
詞
【
定
役
格
通
詞
】

一
七
．Ф

укадзи ж
енъ ициро

【Fukadzi zhen itsiro

】

　
　

第
二
秘
書
（
福
地
源
一
郎　

二
一
歳
）

一
八
．Таци косакю

【Tatsi kosakju

】

　
　
（
立
広
作　

一
七
歳
）

一
九
．О

хода ж
енъ сабуро

【O
khoda zhen saburo

】

　
　
（
太
田
源
三
郎　

二
七
歳
）

二
〇
．Ф

укузама iю
 кильзи

【Fukuzam
a iju kil’zi

】

　
　
（
福
沢
諭
吉　

二
七
歳
）

全
員
英
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
を
話
す
。
立
広
作
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
。【
太
田
は

唐
通
事
】

二
一
．М

ицю
кури С

iю
хей

【M
itsjukuri Sijukhej

】

　
　
（
箕
作
秋
坪　

三
七
歳
）

二
二
．М

ацука Коханъ

【M
atsuka K

okhan

】

　
　
（
松
木
弘
安　

三
〇
歳
）

両
者
と
も
翻
訳
方
兼
医
師
。
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医
師

二
三
．Такасима iю

 кей

【Takasim
a iju kej

】

　
　
（
高
島
祐
啓　

三
八
歳
）

二
四
．Кавасаки то тiу

【K
avasaki to tiu

】

　
　
（
川
崎
道
民
勤　

三
一
歳
）

家
来

二
五
．Такама О

оске

【Takam
a O

oske

】

　
　
（
高
間
応
輔　

四
八
歳
）【
竹
内
下
野
守
家
来
】

二
六
．Н

агава Д
зю

ске

【N
agava D

zjuske
】

　
　
（
長
尾
丈
輔　

三
二
歳
）【
竹
内
下
野
守
家
来
】

二
七
．Н

озава И
кда

【H
ozava Ikda

】

　
　

�（
野
澤
郁
太
「
伊
久
太

（
（5
（

」　

四
二
歳
か
）【
松
平
石
見
守
家
来
】

二
八
．И

тсигава В
атари

【Itsigava Vatari

】

　
　
（
市
川
渡　

三
九
歳
か
）【
松
平
石
見
守
家
来
】

二
九
．И

васаки Бунъ Д
анфю

【Ivasaki B
un D

anfju

】

　
　
（
岩
崎
豊
太
夫　

三
五
歳
か
）【
京
極
能
登
守
家
来
】

三
〇
．К

ю
росова зинъ С

аемонъ

【K
jurosava zin Saem

on

】

　
　
（
黒
沢
新
左
衛
門　

五
三
歳
）【
京
極
能
登
守
家
来
】

三
一
．Н

агаматси Городзи

【N
agam

atsi G
orodzi

】

　
　
（
長
持
五
郎
次　

一
六
歳
）【
柴
田
貞
太
郎
家
来
】

補
助
【
重
兵
衛
を
除
き
小
使
賄
方
兼
】

三
二
．С
ано Течке

【Sano Techke

】

　
　
（
佐
野
貞
輔
鼎　

三
三
歳
か
）

三
三
．Д

зю
 Бее

【D
zju B

ee

】

　
　
（
重
兵
衛　

二
六
歳
か
）【
伊
勢
屋
八
兵
衛
手
代
】

三
四
．Тсю

не С
оо

【Tsjune Soo

】

　
　
（
佐
藤
恒
蔵
秀
長　

四
一
歳
か
）【
松
平
親
貴
家
来
】

三
五
．Х
аара Какю

соо

【K
haara K

akjusoo

】

　
　
（
原
覚
蔵　

二
四
歳
か
）【
松
平
阿
波
守
家
来
】

執
務
【
小
使
賄
方
兼
】

三
六
．С

ю
ге С

инеке

【Sjuge Sineke

】

　
　
（
杉
徳
輔
。
孫
七
郎
と
も
。
二
七
歳
）【
松
平
大
膳
大
夫
家
来
】

三
七
．И

си К
ю

ро К
вандзи

【Isi kjuro K
vandzi

】

　
　
（
石
黒
寛
二　

四
〇
歳
か
）【
松
平
肥
前
守
家
来
】

三
八
．О

ка С
икана С

ке

【O
ka Sikana Ske

】

　
　
（
岡
鹿
之
助　

三
〇
歳
か
）【
松
平
肥
前
守
家
来
】

�

中
佐
（
署
名
）Л

евицкий　

レ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー（

（5
（

「
海
上
に
出
て
か
ら
蒸
気
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
上
で
は
一
定
の
秩
序
に

則
っ
た
通
常
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
使
節
た
ち
は
朝
八
時
ま
で
に
起
床
し
、
軽
い
冷

前
菜
と
紅
茶
を
飲
ん
だ
。
午
後
一
時
に
二
回
目
の
朝
食
が
出
さ
れ
、
六
時
に
彼
ら
は

食
事
を
と
っ
た
。

最
初
の
内
、
日
本
人
た
ち
は
ま
ご
つ
い
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
口
も

軽
く
な
り
、
に
こ
や
か
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
喜
ん
で
自
分
た
ち
の
旅
を
語
り
、
或
る

者
た
ち
は
ロ
シ
ア
語
を
習
い
始
め
た
。
日
本
人
の
多
く
は
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の

身
な
り
を
し
、
長
靴
を
履
き
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
時
計
を
所
持
し
て
お
り
、
そ
れ
に

夢
中
で
あ
っ
た
。
使
節
の
年
少
の
者
は
何
事
に
も
若
者
ら
し
い
無
邪
気
な
好
奇
心
を

口
に
し
、
非
常
に
伸
び
伸
び
と
し
て
明
る
か
っ
た
。
年
長
の
使
節
た
ち
は
常
に
重
々
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し
く
真
面
目
で
、
威
厳
に
満
ち
、
上
品
な
礼
儀
正
し
さ
が
際
だ
っ
て
い
た
。
航
海
の

間
、
彼
ら
は
多
く
の
質
問
を
し
た
が
、
そ
の
質
問
は
、
皆
が
航
海
術
や
航
海
天
文
学

の
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
を
如
実
に
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
毎
日
正
午
に
な
る
と
彼
ら
は
、
観
測
さ
れ
算
出
さ
れ
た
緯
度
と
経
度
を
聞
く
の

で
あ
っ
た（

（5
（

」。

陰
暦
七
月
一
一
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
八
月
六
日
）
付
の
市
川
の
日
記
に
は
、
ロ
シ

ア
人
乗
組
員
か
ら
知
り
得
た
現
在
位
置
に
付
き
「
北
緯
五
五
度
三
〇
分
、
東
経
一
九

度
二
三
分
」
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
市
川
は
こ
の
日
一
日
に
付
き
次
の
よ
う
に

手
短
に
記
し
て
い
る
。「
晴
天
、
東
の
風
、
気
温
六
二
度
、
蒸
気
機
関
の
力
で
艦
は

北
に
進
路
を
と
る
、
周
囲
は
海
の
み
、
ロ
シ
ア
の
首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
ま
で
三
一
七

里
（
（6
（

。
昨
日
の
出
航
時
か
ら
七
月
一
一
日
正
午
ま
で
に
艦
は
一
二
六
里
を
走
航
し
た（

（6
（

」。

益
頭
駿
次
郎
は
そ
の
日
記
の
中
で
同
様
の
現
在
位
置
を
示
し
、
同
じ
く
約
一
二
六
里

を
走
航
し
た
と
記
し
て
い
る（

（6
（

。

次
の
日
（
七
月
一
二
日
、
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
八
月
七
日
）
も
市
川
は
同
じ
く
現
在

位
置
を
記
し
て
い
る
「
北
緯
五
八
度
二
一
分
、
東
経
二
〇
度
二
〇
分
」。
こ
の
日
に

付
き
彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
晴
天
、
西
北
の
風
、
気
温
六
〇
度
、
艦
は

蒸
気
で
航
行
。
海
は
穏
や
か
で
あ
る
。
正
午
か
ら
艦
は
北
東
方
向
に
進
路
を
変
え
た
。

左
舷
な
ら
び
に
右
舷
方
向
に
島
が
幾
つ
か
認
め
ら
れ
た
。
午
後
六
時
に
、
大
砲
を
三

段
に
装
備
し
た
大
き
な
軍
艦
に
遭
遇
し
た
。
互
い
に
信
号
旗
で
挨
拶
を
送
っ
た
。
そ

の
後
で
軍
艦
の
大
砲
か
ら
一
一
発
の
祝
砲
が
放
た
れ
た（

（6
（

」。
一
方
『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ

ト
報
知
』
は
、
一
五
発
放
た
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。「
ダ
ゲ
ロ
ル
ド
岬
ま
で
北
上
し

た
と
こ
ろ
で
、
ス
メ
ー
リ
ー
号
は
大
砲
一
一
一
門
を
備
え
た
ス
ク
リ
ュ
ー
艦
ニ
コ
ラ

イ
一
世
号
と
出
会
っ
た
。
同
艦
は
帆
走
し
て
お
り
、
使
節
の
旗
に
対
し
て
礼
砲
を
一

五
発
放
ち
、
ス
メ
ー
リ
ー
号
か
ら
も
一
五
発
の
応
答
を
し
た
。
使
節
た
ち
は
軍
艦
を

よ
り
近
く
で
見
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
同
艦
が
浮
遊
停
船
状
態
に
入
っ
た
の
で
、
蒸

気
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
は
同
艦
の
周
囲
を
ぐ
る
り
と
回
っ
た（

（6
（

」。
ニ
コ
ラ
イ
一
世
号
は
、

一
一
一
門
を
備
え
た
ス
ク
リ
ュ
ー
艦
で
、
排
水
量
は
五
，四
二
六
ト
ン
、
長
さ
は
二

三
四
フ
ィ
ー
ト
、
幅
は
外
板
部
分
を
含
め
て
五
八
フ
ィ
ー
ト
三
・
五
イ
ン
チ
で
あ
っ

た
（
（6
（

。
建
造
が
開
始
さ
れ
た
の
は
一
八
五
五
年
六
月
二
五
日
、
進
水
式
は
一
八
六
〇
年

五
月
一
八
日
で
あ
っ
た
。
建
艦
が
行
わ
れ
た
の
は
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
新

海
軍
省
の
造
船
所
で
、
建
艦
責
任
者
は
ミ
ハ
イ
ロ
フ
陸
軍
少
尉
で
あ
っ
た
。
軍
艦
と

し
て
は
一
八
七
四
年
一
月
二
六
日
に
軍
籍
登
録
外
と
な
っ
た（

（6
（

。
一
八
六
二
年
に
は
ニ

コ
ラ
イ
一
世
号
は
ロ
シ
ア
海
軍
の
最
新
鋭
艦
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
艦
の
竣
工
は
画
期

的
な
出
来
事
で
、
進
水
式
は
予
め
通
知
さ
れ
、
式
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
自
身

が
臨
席
し
、
陸
軍
、
海
軍
、
政
府
の
高
官
が
海
軍
省
か
ら
招
待
さ
れ
た
。「（
海
軍
省
）

監
査
局
は
、
新
海
軍
省
で
建
艦
中
の
軍
艦
ニ
コ
ラ
イ
一
世
号
の
進
水
式
を
本
五
月
一

八
日
午
後
一
時
に
皇
帝
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜
っ
て
行
う
こ
と
を
謹
ん
で
告
示
す
る
。

進
水
式
に
ご
列
席
の
方
は
常
装
で
、
陸
海
軍
の
将
官
は
大
綬
着
用
、
建
艦
責
任
者
な

ら
び
に
乗
組
員
は
礼
服
で
来
ら
れ
る
よ
う（

（6
（

」。

日
記
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
覚
え
書
き
」【『
尾
蠅
欧
行
漫
録
』】
の
筆
者
市
川
は
、

船
室
の
机
の
上
に
二
、
三
冊
の
本
が
置
か
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

一
冊
が
和
露
辞
典
『
和
魯
通
言
比
考
』
で
、
初
代
在
日
本
・
ロ
シ
ア
領
事
ヨ
シ
フ
・

ア
ン
ト
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
シ
ケ
ヴ
ィ
チ
（
一
八
一
五
─
一
八
七
五
）
が
日
本
人
橘
耕
斎

の
協
力
を
得
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
辞
典
の
表
紙
に
は
橘
耕
斎
（
一
八
一
九
─

一
八
八
五
）
の
名
が
漢
字
で
「
橘
耕
斎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
目
に
し
た
市

川
は
、
こ
の
日
本
人
が
お
そ
ら
く
辞
書
の
編
纂
者
に
ち
が
い
な
く
、
今
も
ロ
シ
ア
に

い
る
は
ず
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

気
温
が
徐
々
に
下
降
し
始
め
、
日
本
人
た
ち
も
暖
か
く
着
込
み
始
め
た
。
昨
日
の

正
午
か
ら
の
艦
の
走
航
距
離
は
二
四
六
里
で
あ
っ
た（

（6
（

。
益
頭
駿
次
郎
は
こ
の
日
の
日

記
の
中
で
、
北
緯
は
同
じ
で
東
経
が
二
〇
度
二
二
分
と
い
う
若
干
異
な
っ
た
位
置
を

記
し
、
二
四
〇
里
を
走
航
し
た
と
し
て
い
る（

（6
（

。
野
澤
郁
太
の
一
二
日
付
の
日
記
の
中

に
は
、「
昨
日
の
正
午
か
ら
本
日
の
正
午
ま
で
の
海
上
走
航
距
離
は
二
四
〇
里
、
現
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在
位
置
は
北
緯
五
八
度
二
一
分
、
東
経
二
二
度
二
二
分
」
と
手
短
に
記
し
て
い
る（

（7
（

。

日
本
人
た
ち
は
毎
日
、
正
午
の
艦
の
地
理
的
位
置
を
質
問
し
て
い
た
に
も
拘
わ
ら

ず
、
日
記
で
は
若
干
の
ず
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

航
海
の
最
終
日
の
七
月
一
三
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
八
月
八
日
）
に
市
川
は
、
晴
天

で
東
の
風
、
気
温
は
六
〇
度
と
書
き
留
め
て
い
る
。
艦
は
進
路
を
東
か
ら
北
寄
り
に

変
え
た
。
海
は
穏
や
か
で
あ
っ
た
。
左
右
の
舷
側
か
ら
多
数
の
島
が
姿
を
現
し
た
。

さ
ら
に
日
本
人
た
ち
は
数
十
艘
の
帆
船
を
目
に
し
て
い
る
。
ス
メ
ー
リ
ー
号
で
は
祝

砲
が
発
せ
ら
れ
た
、
今
日
が
皇
后
の
誕
生
日
と
い
う
こ
と
が
理
由
だ
っ
た
、
と
日
記

の
筆
者
は
記
し
て
い
る
。
酉
の
刻
頃
（
午
後
五
時
か
ら
七
時
ま
で
）
に
ク
ロ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
に
到
着
し
た
。
あ
た
り
は
既
に
暗
く
な
っ
て
お
り
、
何
も
見
え
な
か
っ
た
。

左
舷
側
、
右
舷
側
と
も
堡
塁
が
あ
っ
た
。
港
に
は
お
よ
そ
三
〇
〇
艘
の
船
が
停
泊
し

て
い
た
。
市
川
は
、
数
年
前
の
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
際
、
英
仏
連
合
艦
隊
が
ロ
シ
ア
の

首
都
に
進
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
こ
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
記

し
て
い
る
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
要
塞
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
を
堅
固
に
守
り
、
連
合
艦

隊
は
退
却
す
る
以
外
に
は
な
か
っ
た（

（7
（

。

淵
辺
徳
蔵
は
同
じ
く
そ
の
日
（
和
暦
七
月
一
三
日
）
の
日
記
に
、
ク
ロ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
に
到
着
し
た
の
は
夕
刻
、
両
側
に
堡
塁
が
見
え
た
が
、
月
明
か
り
の
た
め
判

別
が
困
難
で
あ
っ
た
、
と
記
し
て
い
る（

（7
（

。
同
日
の
益
頭
駿
次
郎
の
日
記
に
よ
れ
ば
、

地
理
的
位
置
は
北
緯
四
九
度
五
九
分
、
東
経
二
六
度
四
二
分
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト

へ
の
到
着
時
刻
は
、
市
川
が
酉
の
刻
す
な
わ
ち
午
後
六
時
頃
と
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
益
頭
は
、
二
四
〇
里
走
航
し
た
後
、
午
後
一
〇
時
頃
と
記
し
て
い
る（

（7
（

。
益
頭
は
、

ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
は
多
く
の
商
船
と
軍
艦
が
停
泊
し
て
お
り
、
ク
ロ
ン
シ
ュ

タ
ッ
ト
は
よ
く
装
備
さ
れ
た
要
塞
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
野
澤
郁
太
は
航
海
の
最

終
日
の
七
月
一
三
日
の
日
記
に
、「
本
日
正
午
ま
で
に
二
二
五
里
走
航
、
位
置
は
北

緯
五
九
度
五
九
分
、
東
経
二
九
度
三
〇
分
。
本
日
午
後
九
時
頃
に
「
コ
ロ
ン
ス
タ
ッ

ト
」
と
い
う
名
の
ロ
シ
ア
の
港
に
到
着
、
同
地
に
停
泊
し
た
」
と
二
つ
の
こ
と
を
手

短
に
記
し
て
い
る（

（7
（

。
以
上
の
引
用
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
走
航
距
離
な
ら
び
に
地
理

的
位
置
に
つ
い
て
の
日
記
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
時
に
は
相
当
な
違
い

が
見
ら
れ
る
。

「
航
海
初
日
、
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
男
爵
は
シ
モ
ツ
キ
ー
公
（
竹
内
下
野
守
）
に
、

軍
事
地
形
廠
で
印
刷
さ
れ
た
ば
か
り
の
一
二
葉
か
ら
成
る
ロ
シ
ア
の
地
図
を
贈
呈
し

た
。
翌
日
に
は
艦
長
が
公
に
蒸
気
艦
と
汽
罐
の
設
計
図
と
見
取
り
図
を
贈
呈
し
た
。

そ
し
て
三
日
目
の
到
着
日
に
は
、
オ
ス
テ
ン
＝
サ
ケ
ン
男
爵
が
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
市

街
図
を
公
に
贈
呈
し
た
。
こ
れ
ら
の
贈
り
物
の
最
後
を
締
め
括
っ
た
の
が
、
使
節
出

迎
え
に
派
遣
さ
れ
た
三
人
の
人
物
の
写
っ
た
肖
像
写
真
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
小
さ

な
贈
り
物
を
日
本
人
た
ち
は
大
変
気
に
入
り
、
蒸
気
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
で
共
に
航
海

を
し
た
仲
間
、
と
い
う
友
人
的
関
係
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
た（

（7
（

」。

一
八
六
二
年
八
月
五
日
付
の
『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
報
知
』（
第
六
二
号
）
は
以

下
の
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。「
使
節
の
う
ち
の
何
人
か
は
船
酔
い
に
な
っ
た
。
海
上

病
に
罹
っ
た
の
だ
。
彼
ら
が
、『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
報
知
』
の
何
号
か
明
確
で
は

な
い
が
、「
海
上
病
」
と
い
う
見
出
し
で
、
こ
の
耐
え
難
い
病
の
予
防
法
が
載
っ
て

い
る
記
事
の
号
を
読
ん
で
い
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
気
の
毒
な
こ
と
は
な

い
。
第
一
使
節
の
シ
モ
ツ
キ
ー
公
（
竹
内
下
野
守
）
の
船
酔
い
が
他
の
者
よ
り
も
ひ

ど
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
間
、
同
公
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
、
ま
た
美

味
に
ち
が
い
な
い
、
ア
・
ラ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
の
食
べ
物
以
外
に
は
何
も
口
に
し
な
か
っ

た
。
そ
の
食
べ
物
は
、
我
が
国
で
精
進
料
理
と
呼
ば
れ
て
い
る
部
類
に
属
す
る
。
今

丁
度
、
精
進
潔
斎
期
に
入
っ
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
の
日
本
料
理
の
知
恵
を
試
す
に

は
う
っ
て
つ
け
で
あ
ろ
う
。
特
に
精
進
の
斎
を
守
る
中
で
、
精
進
料
理
の
選
択
に
普

通
困
っ
て
い
る
人
に
は
、
お
勧
め
す
る
。
我
々
は
、
特
に
、
そ
の
作
り
方
を
書
き
留

め
て
お
い
た
の
で
、
試
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
米
少
々
に
水
を
注
ぎ
煮
立

た
せ
る
。
要
す
る
に
米
の
粥
を
作
る
。
そ
の
中
に
ニ
シ
ン
と
イ
ワ
シ
少
々
を
切
り
刻

ん
だ
も
の
を
入
れ
、
お
ろ
し
大
根
と
お
ろ
し
わ
さ
び
を
加
え
て
か
き
混
ぜ
る
。
仕
上

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第24号　2014年３月 220（　 ）

げ
に
は
酢
を
落
と
す
。
食
べ
る
時
は
、
一
口
ご
と
に
、
ち
ょ
う
ど
日
本
人
た
ち
が
し

て
い
る
よ
う
に
、
シ
ャ
ン
パ
ン
で
口
直
し
を
す
る
と
よ
い（

（7
（

」。

航
海
中
使
節
た
ち
は
、『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
報
知
』
が
報
じ
て
い
る
よ
う
に
、

絶
え
ず
写
生
を
し
、
見
聞
を
書
き
留
め
て
い
た
。

一
九
六
二
年
九
月
一
九
日
の
『
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
報
知
』（
第
八
一
号
）
は
次

の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。「
日
本
人
た
ち
と
起
居
を
共
に
し
た
者
す
べ
て
、
特
に
蒸

気
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
で
共
に
旅
を
し
た
士
官
た
ち
は
日
本
人
に
関
し
て
、
己
に
個
人

的
に
関
係
す
る
も
の
す
べ
て
対
し
、
整
理
整
頓
を
し
、
綺
麗
好
き
な
人
た
ち
で
あ
る

と
評
し
て
い
る
。
彼
ら
が
割
り
当
て
ら
れ
た
船
室
は
、
ま
る
で
誰
も
住
ん
で
い
な

か
っ
た
か
の
よ
う
に
綺
麗
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
日
本
人
が
滞
在
し
た
家
、
そ

の
使
用
し
た
机
、
ベ
ッ
ド
、
そ
れ
ら
す
べ
て
は
、
非
の
打
ち
所
な
く
清
潔
で
、
そ
れ

は
際
だ
っ
て
い
た（

（7
（

」。

七
月
二
七
日
、
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ノ
ヴ
ォ
シ
リ
ス
キ
ー
海
軍
少

将
（
一
八
〇
八
─
一
八
九
二
）
は（

（7
（

、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
海

軍
省
長
官
に
宛
て
て
次
の
よ
う
な
電
報
を
打
っ
た
。「
午
後
一
〇
時
日
本
使
節
を
乗

せ
た
蒸
気
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
到
着

（
（7
（

」。

こ
こ
で
、
福
沢
諭
吉
が
書
き
留
め
た
こ
と
に
特
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
一
一
日

（
八
月
六
日
）
と
一
二
日
（
八
月
七
日
）
に
は
彼
は
何
も
記
し
て
い
な
い
。
七
月
一

三
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
八
月
八
日
）
に
彼
は
、
夕
方
六
時
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い

島
セ
ス
カ
ル
（Seskar

）
を
目
に
し
た
と
書
い
て
い
る（

（8
（

。
島
に
は
燈
台
が
設
け
ら
れ

て
お
り
、
高
さ
は
一
六
〇
フ
ィ
ー
ト
、
約
四
八
・
七
七
ｍ
と
あ
る
。
続
け
て
福
沢
は
、

艦
長
は
レ
ヴ
ィ
ツ
キ
ー
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
午
後
七
時
、
ク
ラ
ー
ス
ナ
ヤ
・

ゴ
ー
ル
カ
を
右
舷
方
向
に
見
て
通
過
し
た
。
手
帳
の
中
で
福
沢
は
、
地
名
を
片
仮
名

で
「
カ
ラ
ス
ナ
ヤ
ゴ
ル
カ
」
と
書
き
留
め
、
そ
の
後
の
括
弧
内
に
英
語
で
「
こ
の
ロ

シ
ア
の
言
葉
はR

ed m
ountain

の
意
味
で
あ
る
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
し
か
し

彼
は
「
西
航
手
帳
」
の
中
で
、
こ
の
地
名
の
意
味
を
漢
字
で
「
赤
き
山
の
義
」
と
正

し
く
伝
え
て
い
な
が
ら
、
片
仮
名
で
は
「
カ
ラ
ス
ナ
ヤ
シ
ロ
」
と
間
違
っ
て
記
し
て

い
る
。
多
分
福
沢
は
か
な
り
後
に
、
自
分
の
手
帳
を
参
向
に
し
な
が
ら
「
西
航
手
帳
」

を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
八
月
後
半
、
日
本
使
節
は
、
ク
ラ
ー
ス
ノ
エ
・
セ
ロ
ー
で

行
わ
れ
た
ロ
シ
ア
陸
軍
の
演
習
に
立
ち
会
っ
た
。
日
本
人
た
ち
の
ど
の
日
記
も
、
こ

の
こ
と
に
大
き
な
注
意
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
演
習
に
関
連
し
た
こ
と
が
す
べ
て
詳

細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
軍
人
た
ち
の
整
然
と
し
た
行
動
が
日
本
人
た
ち
の
強
い
印

象
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
が
「
ク

ラ
ー
ス
ナ
ヤ
・
ゴ
ー
ル
カ
」
の
地
名
を
間
違
え
た
原
因
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち

な
み
に
、
使
節
は
帰
路
に
就
く
前
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
の
郊
外
の
離
宮
で
あ
る

に
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
（
や
は
り
「
セ
ロ
ー
」）
に
招
か
れ
て
い
る
。
ク
ロ

ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
ま
で
は
、
三
〇
イ
ギ
リ
ス
マ
イ
ル
の
海
上
移
動
が
残
っ
て
い
た
、
と

福
沢
は
記
し
て
い
る
。
午
後
一
〇
時
、
使
節
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
到
着
し
、
船

中
で
一
泊
し
た（

（8
（

。

淵
辺
徳
蔵
の
一
四
日
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
そ
の
日
は
雨
で
、
気
温
は
五
九
度
で

あ
っ
た
。
寒
い
の
で
日
本
人
た
ち
は
暖
か
く
着
込
ん
だ
。
正
午
過
ぎ
、
ス
メ
ー
リ
ー

号
艦
長
が
来
て
、
河
川
蒸
気
艇
に
乗
り
換
え
る
こ
と
を
申
し
述
べ
た
。
そ
れ
は
豪
華

な
船
で
あ
っ
た
。
そ
の
船
に
乗
っ
て
、
約
一
〇
里
（
三
九
・
二
七
㎞
）
河
を
遡
り
、

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
着
い
た
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
地
名
は
漢
字
で
「
彼
得
堡
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、
首
都
は
片
仮
名
で
は
な
く
漢
字
で
書
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
益

頭
駿
次
郎
は
片
仮
名
で
「
テ
イ
ト
ン
ヒ
ユ
ル
ヘ
」
と
書
い
て
い
る
が
、
音
は
相
当
歪

曲
さ
れ
て
い
る
。
岸
に
降
り
た
一
行
は
護
衛
付
き
の
四
輪
馬
車
に
乗
り
込
ん
で
、
離

宮
に
向
か
っ
た
。
離
宮
は
、
淵
辺
が
記
し
た
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
独
立
し
た
三
階
建

て
の
建
物
（
離
宮
）
で
、
ネ
ヴ
ァ
河
に
面
し
て
い
た
（
こ
の
地
名
も
漢
字
で
「
尼
瓦
」

と
記
さ
れ
、「
子
ワ
」
と
読
み
が
片
仮
名
で
付
し
て
あ
る（

（8
（

）。
一
方
益
頭
は
、
別
の
片

仮
名
で
「
子
バ
」
と
書
い
て
い
る（

（8
（

。
こ
ち
ら
は
、
河
の
名
を
指
し
て
い
る
ら
し
い
。

益
頭
駿
次
郎
は
そ
の
日
記
の
中
で
、
七
月
一
四
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
八
月
九
日
）
一
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二
時
、
使
節
は
豪
華
な
河
川
蒸
気
艇
に
乗
り
込
み
、
随
員
の
た
め
に
は
も
う
一
隻
用

意
さ
れ
た
、
と
記
し
て
い
る
。
使
節
と
随
員
に
は
、
三
人
に
一
人
の
割
合
で
給
仕
が

付
き
、
紅
茶
、
菓
子
そ
の
他
を
供
し
た
。
航
行
中
艦
上
で
は
楽
団
が
演
奏
を
し
た
。

ロ
シ
ア
の
首
都
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
（「
露
西
亜
府
ペ
ー
ト
ル
ビ
ル
ク
」）
に
二
時
頃
に
到

着
し
た
。
続
け
て
野
澤
郁
太
は
、
歓
迎
式
典
と
日
本
使
節
の
滞
在
先
で
あ
る
離
宮
に

行
く
途
中
の
こ
と
に
付
き
、
他
の
団
員
の
日
記
に
比
し
て
相
当
詳
し
く
述
べ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
野
澤
郁
太
は
、
日
本
か
ら
の
客
を
応
接
す
る
た
め
に
す
べ
て
整
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
首
都
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
、
と
記
し
て

い
る
。
使
節
は
三
時
に
は
離
宮
に
着
い
た（

（8
（

。

『
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
報
知
』
は
、
使
節
が
到
着
し
た
そ
の
日
七
月
二
七

日
の
午
後
二
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
隻
の
軍
艦
、
八
六
門
装
備
の
ス
ク
リ
ュ
ー
艦

St.G
eorge

号
と
一
七
門
装
備
の
ス
ク
リ
ュ
ー
艦C

hanticleer

号
が
到
着
し
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
次
男
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
子
が
公
式
訪
問
し
に

来
た
の
で
あ
っ
た
。
王
子
の
乗
艦
し
たSt.G

eorge

号
と
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
要
塞

は
「
定
め
ら
れ
た
国
家
祝
砲
を
二
一
発
ず
つ
」
交
換
し
合
っ
た
。
夕
刻
に
な
り
、
イ

ギ
リ
ス
商
船
の
船
長
と
水
夫
た
ち
が
、
何
百
も
の
荷
船
や
商
人
用
小
船
、
小
型
船
艇

で
港
外
に
出
て
、
同
国
人
の
無
事
到
着
を
祝
っ
た
。
更
に
港
外
に
は
、
英
国
女
王
陛

下
の
誕
生
日
に
ち
な
み
旗
を
掲
げ
た
多
く
の
ロ
シ
ア
の
艦
艇
が
停
泊
し
て
い
た
。
つ

ま
り
、
日
本
使
節
を
乗
せ
た
ス
メ
ー
リ
ー
号
が
到
着
し
た
午
後
九
時
過
ぎ
、
ク
ロ
ン

シ
ュ
タ
ッ
ト
と
そ
の
港
外
に
は
、
美
し
い
風
景
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
七
月

二
八
日
一
二
時
、
日
本
使
節
は
ス
メ
ー
リ
ー
号
か
ら
宮
中
蒸
気
船
ス
ト
レ
リ
ナ
号
に

乗
り
換
え
た
。
使
節
の
荷
物
は
、
そ
の
前
に
蒸
気
船
ス
ラ
ヴ
ャ
ン
カ
号
と
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
号
で
運
ば
れ
て
行
っ
た（

（8
（

。

ロ
シ
ア
側
に
は
、
将
来
の
日
露
関
係
発
展
に
向
け
、
ふ
さ
わ
し
い
環
境
を
創
り
出

す
べ
く
、
最
初
の
日
本
使
節
を
可
能
な
限
り
良
い
歓
待
を
す
る
と
い
う
課
題
が
課
せ

ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ロ
シ
ア
政
府
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
少
な
か
ら
ぬ
成
功
を

収
め
た
。
す
べ
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
政
府
は
、
日
本
で
商
人
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン

が
殺
害
さ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
生
麦
事
件
）
ま
で
は
、
使
節
た
ち
に
最
も
良
い
印
象
を

与
え
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
日
本
人
た
ち
に
最
も
良
い
印
象
を
残
し
た
の

は
ド
イ
ツ
で
の
応
接
で
あ
っ
た
。
野
澤
郁
太
は
、
ド
イ
ツ
か
ら
ロ
シ
ア
に
向
か
っ
た

日
の
日
記
に
、
プ
ロ
シ
ャ
で
は
日
本
人
は
非
常
な
好
感
を
持
た
れ
て
い
る
、
と
記
し

て
い
る（

（8
（

。
そ
の
際
彼
は
、
語
の
表
記
と
し
て
は
極
め
て
珍
し
い
二
項
式
の
か
た
ち
を

用
い
て
「
プ
ロ
シ
ャ
‐
ホ
ッ
コ
ク
（
孛
国
）」
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
使

節
は
、
ロ
シ
ア
領
に
入
っ
た
時
点
、
換
言
す
れ
ば
、
軍
艦
ス
メ
ー
リ
ー
号
に
乗
り
込

ん
だ
瞬
間
、
一
行
は
自
分
た
ち
に
そ
そ
が
れ
て
い
る
好
意
、
歓
迎
の
気
持
ち
、
高
い

水
準
の
応
接
を
身
を
以
て
感
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

�

（
翻
訳
：
有
泉
和
子
）

〔
注
〕

（
1
）		

ロ
シ
ア
語
一
次
史
料
に
基
づ
き
日
付
は
ユ
リ
ウ
ス
暦
【
露
暦
】。

（
2
）		 РГИ

А
. Ф

.473. О
п. 3. Д

. 326. Л
.л. 59-59 об.

（
3
）		

本
稿
の
地
名
は
一
次
史
料
に
出
て
く
る
通
り
。Ш

тетин

【
＝Shtetin

】
は
今
日
で

はЩ
ецин

【
＝Shchetsin

】
と
表
記
さ
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
町
、
オ
デ
ィ
ー
ル
河
河

口
の
港
。
オ
デ
ィ
ー
ル
河
の
名
前
は
ド
イ
ツ
語
起
源
、
チ
ェ
コ
語
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語

の
発
音
で
はО

дра

【
＝O

dra

】
河
。
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
、
こ
の
町
は
ド
イ
ツ
領

と
な
り
、
プ
ロ
シ
ア
・
ポ
メ
ラ
ニ
ア
県
の
中
心
。

（
4
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1826. Л

. 5.
（
5
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1840. Л

. 15-15 об.
（
6
）		
ス
ヴ
ィ
ネ
ミ
ュ
ン
デ
は
プ
ロ
シ
ア
・
ポ
メ
ラ
ニ
ア
県
の
要
塞
化
さ
れ
た
軍
港
。
本

質
的
に
シ
ュ
チ
ェ
チ
ン
の
外
港
。

（
7
）		

サ
ー
ジ
ェ
ン
は
ロ
シ
ア
の
長
さ
の
単
位
で
、
三
ア
ル
シ
ン
、
二
・
一
三
三
六
ｍ
に

当
た
る
。
一
ア
ル
シ
ン
は
一
六
ウ
ェ
ル
シ
ョ
ー
ク
に
当
り
七
一
・
一
二
㎝
。

（
8
）		

プ
ー
ド
は
ロ
シ
ア
の
重
量
単
位
。
一
プ
ー
ド
は
一
六
・
三
八
㎏
。
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（
9
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1826. Л

. 93.

（
10
）		 Там ж

е. Л
. 9� 2 об.

（
11
）		 Там ж

е. Л
. 96.

（
12
）		 К

ронш
тадтский вестник. 1� 9 ию

ля 1862 г. №
 56.

（
13
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1840. Л

. 3.

（
14
）		

ロ
シ
ア
の
度
量
衡
制
度
で
は
一
フ
ィ
ー
ト
は
一
／
七
サ
ー
ジ
ェ
ン
、
あ
る
い
は
、

一
二
イ
ン
チ
に
当
た
り
、
現
代
の
メ
ー
ト
ル
法
で
は
、
〇
・
三
〇
四
八
ｍ
と
な
る
。

従
っ
て
、
船
は
長
さ
六
〇
・
九
ｍ
、
幅
一
一
・
三
八
ｍ
で
あ
る
。

（
15
）		 В

еселаго Ф
.Ф

. С
писок русских военны

х судов с 1668 по 1860 год. О
тдел 

первы
й. С

анкт-П
етербург, 1872. С

. 112-113; М
оисеев С

.П
. С

писок кораблей 
русского парового и броненосного флота （с 1861 по 1917 г.

）.  П
од редакцией 

доктора военно-морских наук капитана 1� ранга, Н
овикова Н

.В
. М

., 1918. С
. 

41.

（
16
）		

淵
辺
徳
蔵
「
欧
行
日
記
」（『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
』
日
本
史
籍
協
会
叢
書 

第
三

巻
、
一
九
三
〇
年
）
八
九
頁
。

（
17
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 432. О
пись 5, дело 3723. Л

л. 1-3.

（
18
）		 Там ж

е. Л
.4.

（
19
）		 О

бщ
ий морской список. Часть V

II царствования А
лександра I. Д

-О
. С

П
б., 

1893.С
.546.

（
20
）		

チ
ェ
ル
ヴ
ォ
ニ
ェ
ツ
と
は
、
一
八
～
一
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
金
貨
で
、
一
チ
ェ
ル
ヴ
ォ

ニ
ェ
ツ
は
三
ル
ー
ブ
ル
相
当
に
相
当
す
る
。

（
21
）		 РГА

 В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1840. Л

. 12-13.

（
22
）		 Там ж

е. Л
л. 19-20.

（
23
）		 Там ж

е. Л
. 18.

（
24
）		 Там ж

е. Л
л. 21-21 об.

（
25
）		 Там ж

е. Л
. 17.

（
26
）		 Там ж

е. Л
. 2.

（
27
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 56. 1� 9 ию
ля 1862 г.

（
28
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1826. Л

л. 106, 116.

（
29
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1840. Л

. 22.

（
30
）		 Там ж

е. Л
л. 26-26 об.

（
31
）		

言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
両
名
は
現
物
給
付
の
か
た
ち
で
の
派
遣
で
、
食
事
は
使
節

団
と
一
緒
に
と
っ
て
い
た
。

（
32
）		 Там ж
е. Л

л. 22-23.

（
33
）		 Там ж

е. Л
. 27.

（
34
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1826. Л

. 9�1 об.

（
35
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1840. Л

. 24.

（
36
）		 Там ж

е. Л
. 46.

（
37
）		 Д

воеточием передаем долготу в произнош
ении японского слова.

（
38
）		

以
下
日
付
は
、
当
時
日
本
で
採
用
さ
れ
て
い
た
太
陰
太
陽
暦
で
記
さ
れ
た
も
の
を

そ
の
ま
ま
ロ
シ
ア
語
に
訳
し
、（　

）
内
に
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
に
則
っ
た
も
の
を
付
し
た
。

（
39
）		

福
沢
諭
吉
「
西
航
手
帳
」（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
九
巻
、
一
九
六
二
年
）
一
〇

八
頁
。

（
40
）		 А

В
П

РИ
. С

П
б ГА

 I-6. Ф
онд 161. О

пись 5. Д
ело 1� а. Л

. 77.

（
41
）		

「
間
」
は
日
本
の
長
さ
の
単
位
。
一
間
は
六
尺
、
一
，八
一
八
ｍ
。
従
っ
て
、
船
の

幅
は
、
換
算
す
る
と
、
一
〇
・
九
ｍ
、
長
さ
は
五
一
・
五
四
ｍ
。
本
当
は
長
さ
六
〇
・

九
ｍ
と
幅
一
一
・
三
八
ｍ
の
は
ず
。

（
42
）		

市
川
渡
前
掲
書
四
四
五
─
四
四
七
頁
。【
市
川
渡
「
尾
蠅
欧
行
漫
録
」（『
遣
外
使
節

日
記
纂
輯
』
第
二
巻
）】

（
43
）		

益
頭
駿
次
郎
「
欧
行
記
」（『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
』
日
本
史
籍
協
会
叢
書 

第
三

巻
、
一
九
三
〇
年
）
二
七
八
頁
。

（
44
）		

前
掲
野
澤
日
記
の
記
述
を
換
算
す
る
と
、
長
さ
七
六
・
二
ｍ
、
幅
一
二
・
一
九
ｍ
。

【
野
澤
郁
太
「
遣
欧
使
節
航
海
日
録
」（『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
』
第
二
巻
）】

（
45
）		

野
澤
郁
太
前
掲
書
一
九
三
頁
。

（
46
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 59. 2� 9 ию
ля 1862 г.

（
47
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 56. 1� 9 ию
ля 1862 г.

（
48
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 59. 2� 9 ию
ля 1862 г.

（
49
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 410. О
пись 2. Д

ело 2458. Л
. 6.

（
50
）		 Там ж

е

（
51
）		 Там ж

е.
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（
52
）		 Там ж

е.

（
53
）		 Там ж

е.

（
54
）		
淵
辺
徳
蔵
「
欧
行
日
記
」（『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
』
日
本
史
籍
協
会
叢
書
第
三
巻
、

一
九
三
〇
年
）
八
九
頁
。

（
54
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1840. Л

л. 118-118 об.

（
54
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 59. 2�9 ию
ля 1862 г.

（
55
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 59. 2�9 ию
ля 1862 г.

（
56
）		 Там ж

е. С
. 249.

（
57
）		

野
澤
郁
太
「
幕
末
遣
欧
使
節
航
海
日
録
」（『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
』
日
本
史
籍
協

会
叢
書
第
二
巻
、
一
九
二
九
年
）
一
一
六
頁
。

（
58
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1840. Л

л. 118-118 об.

（
59
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 59. 2�9 ию
ля 1862 г.

（
60
）		

一
里
は
三
・
九
二
七
三
㎞
。
換
言
す
れ
ば
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
ま
で
一

二
四
四
・
九
五
㎞
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
61
）		

市
川
渡
前
掲
書
四
四
七
頁
。

（
62
）		

益
頭
駿
次
郎
前
掲
書
二
七
八
頁
。
一
二
六
里
は
四
九
四
・
八
四
㎞
。

（
63
）		

市
川
渡
前
掲
書
四
四
八
頁
。

（
64
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 59. 2� 9 ию
ля 1862 г.

（
65
）		

船
の
長
さ
は
七
一
・
四
八
ｍ
、
幅
一
七
・
七
七
ｍ
。

（
66
）		 В

еселаго Ф
.Ф

. С
писок русских военны

х судов с 1668 по 1860 год. О
тдел 

первы
й. С

анкт-П
етербург, 1872. С

. 70-71; М
оисеев С

.П
. С

писок кораблей 
русского парового и броненосного флота （с 1861 по 1917 г.

）.  П
од редакцией 

доктора военно-морских наук, капитана 1� ранга, Н
овикова Н

.В
. М

., 1918. С
. 

38.

（
67
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 2. Д

ело 160. Л
. 4.

（
68
）		

市
川
渡
前
掲
書
四
四
八
頁
。
二
四
六
里
は
九
六
六
・
一
二
㎞
。

（
69
）		

益
頭
駿
次
郎
前
掲
書
二
七
八
～
二
七
九
頁
。
二
四
〇
里
は
九
四
二
・
五
五
㎞
。

（
70
）		

野
澤
郁
太
前
掲
書
一
九
四
頁
。

（
71
）		

市
川
渡
前
掲
書
四
四
八
～
四
四
九
頁
。

（
72
）		

淵
辺
徳
蔵
「
欧
行
日
記
」（『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
』
日
本
史
籍
協
会
叢
書　

第
三

巻
、
一
九
三
〇
年
）
九
〇
頁
。

（
73
）		

益
頭
駿
次
郎
前
掲
書
二
七
九
頁
。

（
74
）		

野
澤
郁
太
前
掲
書
一
九
四
頁
。

（
75
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 59. 2�9 ию
ля 1862 г.

（
76
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 62. 5� августа 1862 г.

（
77
）		 К

ронш
тадтский вестник. №

 81. 1�9 сентября 1862 г.

（
78
）		

電
報
に
は
姓
が
間
違
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。「
ノ
ヴ
ォ
セ
リ
ス
キ
ー
」
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、「
ヴ
ォ
シ
リ
ス
キ
ー
」
で
あ
る
。

（
79
）		 РГА

В
М

Ф
. Ф

онд 283. О
пись 3, дело 1826. Л

. 113.

（
80
）		

セ
ス
カ
ル
島
は
、
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら
一
〇
〇
キ
ロ
の
距
離
に
位
置

す
る
。
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ら
は
七
八
キ
ロ
。
今
日
、
行
政
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

区
キ
ン
ギ
セ
プ
ス
キ
ー
地
区
に
属
す
る
。
島
の
面
積
は
四
・
一
六
㎢
。
福
沢
諭
吉
が

言
及
し
て
い
る
燈
台
は
一
八
五
八
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の
。
高
さ
、
約
三
〇
ｍ
。
塔

は
鋳
鉄
製
。
燈
台
は
、
今
日
に
お
い
て
す
ら
も
機
能
し
て
い
る
。

（
81
）		 Там ж

е. С
. 107-108. 

福
沢
諭
吉
「
西
航
記
」（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
九
巻
、
一

九
六
二
年
）
四
一
頁
。

（
82
）		

「
欧
行
日
記
」
前
掲
書
九
〇
頁
。

（
83
）		

益
頭
駿
次
郎
前
掲
書
二
七
九
頁
。

（
84
）		

野
澤
郁
太
前
掲
書
一
九
四
～
一
九
五
頁
。

（
85
）		 С

анкт-П
етербургские ведомости. №

 166. 1�  августа 1862 г. С
. 720.

（
86
）		
「
幕
末
遺
欧
使
節
航
海
日
録
」（『
遣
外
使
節
日
記
纂
輯
』
日
本
史
籍
協
会
叢
書
第
二

巻
、
一
九
二
九
年
）
一
九
三
頁
。

　

本
研
究
集
会
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ａ
「
ロ
シ
ア
・
中
国
を
中
心
と
す
る
在
外
日
本
関
係
史
料
の
調
査
・
分
析
と
研
究
資
源
化
の
研
究
」（
課
題
番
号
二
三
二
四
二
〇
三
九
、
研
究
代
表
者
：

保
谷
徹
）
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。
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